
近大奈良病院　がん化学療法レジメン一覧

食道

レジメン名 ニボルマブ（食道癌）

解

説

食道がんの標準治療のひとつ。

備

考

1コース

14日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

投与量

240mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 食道癌

レジメン名 RT+CDDP+5-FU（食道癌）

解

説

食道癌の汎用標準的治療。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

高

内服・その他内容

RT併用の場合50.4Gy

薬剤名

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

75mg/㎡

1000mg/㎡

手技

60分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1

day1-4

癌種 食道癌

レジメン名 CDGP+DTX（食道癌）

解

説

5-FU抵抗性食道癌に対する２次治療。

備

考

1コース

14日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

ドセタキセル

ネダプラチン

投与量

30mg/㎡

40mg/㎡

手技

60分で点滴

90分で点滴

投与スケジュール

day1

day1

癌種 食道癌

レジメン名 Weekly PTX（食道癌）

解

説

白金製剤抵抗性の進行再発食道癌に対する化学療法。

備

考

1コース

7日

催吐リスク

軽

内服・その他内容

週1回投与を6週連続し、少なくとも2週間休薬する。

過敏症予防のため必ず前投薬(ジフェンヒドラミン・ラニ

チジン・ステロイド)を行う。

薬剤名

パクリタキセル

投与量

100mg/㎡

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 食道癌



レジメン名 Triweekly DTX（食道癌）

解

説

卵巣癌、食道癌、子宮体癌に対する有効化学療法の１つ。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

軽

内服・その他内容

薬剤名

ドセタキセル

投与量

70mg/㎡

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 食道癌

レジメン名 PTX+CDGP

解

説

5-FU,シスプラチン抵抗性の進行再発食道癌に対する2次治

療。

備

考

過敏症予防のため必ず前投薬(ジフェンヒドラミン・ラニ

チジン・ステロイド)を行う。

1コース

21日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

パクリタキセル

ネダプラチン

投与量

175mg/㎡

80mg/㎡

手技

120分で点滴

90分で点滴

投与スケジュール

day1

day1

癌種 食道癌

レジメン名 RT+CDDP+5-FU（食道癌）

解

説

食道癌の放射線化学療法60Gy汎用レジメン。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

高

内服・その他内容

60Gr(2Gy/Fr×30Fr)

薬剤名

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

70mg/㎡

700mg/㎡

手技

60分で点滴

24時間で点滴

投与スケジュール

day1

day1-4

癌種 食道癌

レジメン名 Weekly 5-FU（bolous）（食道癌）

解

説

食道癌に対する治療法の１つ。

備

考

1コース

7日

催吐リスク

軽

内服・その他内容

薬剤名

フルオロウラシル

投与量

10mg/kg

手技

15分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 食道癌

レジメン名 CDGP（食道癌）

解

説

毒性を考慮した進行再発頭頚部・食道癌に対する汎用化学

療法の１つ。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

ネダプラチン

投与量

40mg/㎡

手技

90分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 食道癌



レジメン名 CDDP+5-FU（食道癌術前）

解

説

食道癌の術前化学療法

備

考

1コース

28日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

80mg/㎡

800mg/㎡

手技

60分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1

day1-5

癌種 食道癌

レジメン名 CDGP+5-FU

解

説

食道癌に対する化学療法のひとつ。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

ネダプラチン

フルオロウラシル

投与量

90mg/㎡

800mg/㎡

手技

120分で点滴

24時間で点滴

投与スケジュール

day1

day1-5

癌種 食道癌

レジメン名 mFOLFOX6（食道癌）

解

説

食道に対する標準的化学療法。

備

考

1コース

14日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

レボホリナート

オキサリプラチン

フルオロウラシル

フルオロウラシル

投与量

200mg/㎡

85mg/㎡

400mg/㎡

2400mg/㎡

手技

120分で点滴

120分で点滴

全開で点滴

46時間で点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1

day1

癌種 食道癌

レジメン名 【臨】UDON P-II 5-FU+Ned+DTX併用（食道癌）

解

説

再発および遠隔転移食道癌を対象としたUDON併用療法の

第II相試験

備

考

1コース

28日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

ドセタキセル

ネダプラチン

フルオロウラシル

投与量

35mg/㎡

90mg/㎡

800mg/㎡

手技

60分で点滴

90分で点滴

24時間で点滴

投与スケジュール

day1,15

day1

day1-5

癌種 食道癌

レジメン名 RT同時療法FOLFOX+RT療法(civ5-FU 1600mg /㎡)

解

説

食道癌に対する放射線化学療法の１つ。

備

考

1コース

14日

催吐リスク

内服・その他内容

RTは2Gy×25回（合計50Gy）をFOLFOX療法1-3コース

目の間に照射する。

薬剤名

レボホリナート

エルプラット

5-FU

5-FU

投与量

200mg/㎡

85mg/㎡

400mg/㎡

1600mg/㎡

手技

120分で点滴

120分で点滴

全開で点滴

46時間で点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1

day1

癌種 食道癌



レジメン名 ペムブロリズマブ（非小細胞肺癌）

解

説

食道癌の２次治療のひとつ。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ペムブロリズマブ

投与量

200mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 食道癌

レジメン名 4週毎 ニボルマブ（食道癌）

解

説

食道癌の２次治療以降の標準治療のひとつ。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

投与量

480mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 食道癌

レジメン名 ニボルマブ+FOLFOX（食道癌）

解

説

食道癌の1次治療の標準治療のひとつ。

備

考

1コース

14日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

レボホリナート

オキサリプラチン

フルオロウラシル

フルオロウラシル

投与量

240mg/body

200mg/㎡

85mg/㎡

400mg/㎡

2400mg/㎡

手技

30分で点滴

120分で点滴

120分で点滴

前回で点滴

46時間で点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1

day1

day1

癌種 食道癌

レジメン名 ペムブロリズマブ+FP（食道癌）

解

説

食道癌初回併用化学療法に適応拡大されたため。

備

考

1コース

21日　最大6サイクル

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ペムブロリズマブ

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

200mg/body

80mg/㎡

800mg/㎡

手技

30分で点滴

60分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1-5(計120時間)

癌種 食道癌

レジメン名 ニボルマブ+イビリムマブ（食道癌）

解

説

進行食道癌に対する初回治療として承認されたため

備

考

1コース

42日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

イピリムマブ

投与量

240mg/body

1mg/kg

手技

30分で点滴

30分で点滴

投与スケジュール

day1,15,29

day1

癌種 食道癌



レジメン名 ニボルマブ（240mg）+FP

解

説

根治切除不能な進行・再発の食道癌

備

考

1コース

28日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

240mg/body

80mg/㎡

800mg/㎡

手技

30分で点滴

60分で点滴

24時間

投与スケジュール

day1,15

day1

day1-5（持続）

癌種 食道癌

レジメン名 ニボルマブ（480mg）+FP

解

説

根治切除不能な進行・再発の食道癌

備

考

1コース

28日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

480mg/body

80mg/㎡

800mg/㎡

手技

30分で点滴

60分で点滴

24時間

投与スケジュール

day1,15

day1

day1-5（持続）

癌種 食道癌

レジメン名 チスレリズマブ療法

解

説

がん化学療法後に増悪した根治切除不能な進行・再発の食

道癌に対する化学療法。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

テビムブラ

投与量

200mg/body

手技

30-60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 食道癌

レジメン名 チスレリズマブ+FP併用療法

解

説

根治切除不能な進行・再発の食道癌に対する化学療法。

備

考

7コース目以降、シスプラチンは主治医判断で中止でき

る。

1コース

1コース21日

催吐リスク

高

内服・その他内容

シスプラチンは、CCr60-45mL/minで25％減量、

CCr45-30mL/minで50％減量、30mL/min未満では投与

しない。

薬剤名

テビムブラ

シスプラチン

5-FU

投与量

200mg/body

80mg/㎡

800mg/㎡

手技

30-60分で点滴

60分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1-5（計120時間）

癌種 食道癌

レジメン名 RT先行療法FOLFOX+RT療法(civ5-FU 2400mg /㎡)

解

説

食道癌に対する放射線化学療法の１つ。

備

考

1コース

14日

催吐リスク

内服・その他内容

RTは4Gy×5回（合計20Gy）を照射し、その後、

FOLFOX療法を4コース実施する。

薬剤名

レボホリナート

エルプラット

5-FU

5-FU

投与量

200mg/㎡

85mg/㎡

400mg/㎡

2400mg/㎡

手技

120分で点滴

120分で点滴

全開で点滴

46時間で点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1

day1

癌種 食道癌



レジメン名 DCF

解

説

食道癌の術前化学療法

備

考

1コース

21日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ドセタキセル

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

70mg/㎡

70mg/㎡

750mg/㎡

手技

60分で点滴

2時間で点滴

24時間で点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1-5

癌種 食道癌


